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論文内容の要旨
1. ウシチトクロム酸化酵素はYphantis 法による沈降平衡の実験から PH7 .4では分子量約220 ， 000で
あり、 pH10.8では分子量約95 ， 200であった。
2. 沈降平衡と乾燥重量の結果からチトクロム酸化酵素は PH 中性では 2 量体で、またアルカリ性の
領域では単量体として存在していることが明らかになった。
3. 単量体及び 2 量体は共に活性を有し、しかも単量体のへム a 当りの比活性は 2 重体のそれの 2 倍
以上であった。これらの結果からへム a 当りの単量体が活性を有する最小機能単位であることが明ら
カ吋こなった。
4. チトクロム酸化酵素の沈降速度定教は pH によって変化し、 pH7 .4では 8 20， w は13.38 、 PH 10.8で
は 6.98 、 pH 11. 58 では5.98 になった。
5. 吸収スペクトルは pH によって変化した。酸化型では PH7.1から 10.6迄は殆んど変化しなかった
が pHll.38 以上では吸光度の高きが減少した。また還元型ではアルカリ領域ではγ帯の完全還元はP
H 中間世でのそれよりも長時間を要した。
6. ブタチトクロム酸化酵素はアルカリ処理による活性の上昇がみられないことを除けばはずウシチト
クロム酸化酵素と同様の性質を有することが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
従来、動物ミトコンドリアにおける呼吸酵素チトクロム酸化酵素の研究は多いが、その分子構造と
酵素活性との関係を化学的手法の導入を軸とし、物理的視|定法を用いて研究したのが松村君の論文で
61-
ある。
ウシの心筋から調製したチトクロム酸化酵素は中性では分子量が約22万であり これがアルカリ性
溶液中では解離して半分の約 9 万 5 千となることを沈降平衡法で明らかにした。重量測定の結果から
もこの酵素は中性、すなわち普通に用いる条件下では、 2重体を構成し活性なものである。これがア
ルカリ領域では単重体となることが明らかである。この単重体も活性を保持し、しかもへム a 当りの比
活性は 2 重体の 2 倍以上であることを認めており、この単重体が活性を有する最小機能単位であると
推論している。このことは従来の概念並びにきらに進展しっ、ある SDS 存在下での小分子種の出現
ともからんで、活性を保持する構成単位の問題を追究する上でこの上なく重要な発見であり、注目せ
ねばならない。
さらに沈降定数と吸収スペクトルが PH によって変化し、 2量体から単量体への物理的定数の変化
は何ら吸収スペクトル変化に影響を与えないが、それ以上の PH変化はスペクトル自身にも変化をも
たらし、酸化型、還元型ともにアルカリ領域では極端にすぎると定常性を失うことが認められている。
一方同一試料のみに依存して研究を進めるよりも、比較生化学的立場の導入によってこの問題を解
決するのも非常にいい方法で、松村君はブタの心筋を用いてチトクロム酸化酵素を精製し、各種の酵
素的性質を調べたが、アルカリ処理による活性の上昇がみられないこと以外はほゾウシのチトクロム
酸化酵素と同様の性質を示した。このことはブタチトクロム酸化酵素のアミノ酸組成が今までウシ
のもので報告されていたものよりもはるかに少ない残基数を示すことと相俊って、蛋白質化学的立場
から物を見る場合の一つの足掛りを与えたものであることを示唆すると思われる。さらにこのブタ標
品はウシとは異った調製の仕方をする必要に迫られていることも、こ、にこの酵素の秘密がかくされ
ていることを暗示すると考える。
以上を総合して、松村君の論文は将来への重要な布石をしたものであり、その精微な研究実績は、
2 つの参考論文とともに理学博士学位論文として十分に価値あるものと認める。
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